
 1 / 3 

 

 
 

第
１
２
２
回 

 

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ 

相
反
す
る
論
文 

 
 

 
 
 

※
２
０
２
５
年

月
の
毎
日
新
聞
記
事
を
元
に
し
た
文
章
で
す
。 

校
閲
し
、
直
す
べ
き
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

 

野
生
動
物
の
国
際
取
引
を
規
制
す
る

ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
の
対
象
に
ニ
ホ
ン
ウ

ナ
ギ
を
含
め
る
べ
き
か
、

月

日
か

ら
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
開
か
れ
る
締
約

国
会
議
で
話
し
合
わ
れ
る
。
会
議
を
前

に
、
相
反
す
る
二
つ
の
研
究
論
文
が
発

表
さ
れ
た
。
一
方
は
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の

資
源
量
が
「
徐
々
に
増
え
て
い
る
」
と

し
、
も
う
一
方
は
「
急
増
し
て
い
る
」

と
す
る
。
水
産
庁
は
前
者
を
根
拠
に
規

制
に
反
対
す
る
が
、
議
論
の
行
方
は
い

か
に
。  

 

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
は
太
平
洋
の
マ
リ
ア

ナ
諸
島
近
海
で
産
卵
・
ふ
化
し
、
黒
潮

に
乗
っ
て
稚
魚
（
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
）
が

東
ア
ジ
ア
一
帯
に
広
く
流
れ
着
く
。  

日
本
は
世
界
最
大
の
ウ
ナ
ギ
消
費
国
の

一
つ
だ
。
か
ば
焼
き
な
ど
で
食
べ
る
養

殖
ウ
ナ
ギ
ほ
ほ
ぼ
全
て
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ

か
ら
育
て
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
シ
ラ

ス
ウ
ナ
ギ
の
漁
獲
量
は
１
９
７
０
年
代

以
降
大
き
く
減
少
。
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
は

２
０
１
３
年
、
国
際
自
然
保
護
連
合
（
Ｉ

Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
絶
滅
危

惧
種
に
指
定
さ
れ
た
。 

た
だ
し
、
実
際
の
資
源
量
の
推
定
は

難
し
い
。
海
洋
と
河
川
を
行
き
来
す
る

得
意
な
生
態
に
加
え
、
密
漁
や
漁
獲
量

の
未
報
告
が
横
行
し
て
い
る
と
さ
れ
る

か
ら
だ
。
資
源
回
復
の
目
的
で
行
わ
れ

る
天
然
ウ
ナ
ギ
の
放
流
も
、
か
え
っ
て

養
殖
ウ
ナ
ギ
の
生
息
環
境
を
圧
迫
す
る

マ
イ
ナ
ス
効
果
が
指
摘
さ
れ
る
。 

水
産
省
が
根
拠
と
す
る
論
文
は
８
月
、

日
本
水
産
学
会
の
英
文
誌
に
掲
載
さ
れ

た
。
東
京
海
洋
大
の
研
究
者
が

年
に

公
表
し
た
論
文
を
同
じ
手
法
で
更
新
し

た
も
の
で
、
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
資
源
評
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価
を
し
た
国
内
随
一
の
論
文
と
さ
れ
る
。

日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
の
シ
ラ
ス
ウ
ナ

ギ
漁
の
統
計
や
、
養
殖
地
に
入
れ
た
量

な
ど
か
ら
資
源
量
を
計
算
。
産
卵
や
漁

獲
な
ど
で
増
減
す
る
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の

群
れ
を
想
定
し
た
資
源
評
価
モ
デ
ル
を

作
り
、
複
数
の
シ
ナ
リ
オ
で
シ
ュ
ミ
レ

ー
シ
ョ
ン
し
た
。
そ
の
結
果
、
ニ
ホ
ン

ウ
ナ
ギ
は

年
代
か
ら
徐
々
に
増
え
て

お
り
、

年
時
点
の
漁
獲
量
は
「
持
続

的
に
利
用
す
る
た
め
に
可
能
な
上
限
の

半
分
に
当
た
る
」
と
結
論
づ
け
た
。  

 

一
方
、
こ
れ
と
は
逆
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
Ｎ

の
ウ
ナ
ギ
専
門
家
委
員
会
メ
ン
バ
ー
を

務
め
る
海
部
健
三
・
中
央
大
教
授
（
保

全
生
態
学
）
ら
の
チ
ー
ム
は
９
月
、
関

東
以
西
の
本
州
と
九
州
、
沖
縄
県
の
河

川
や
河
口
域
で
天
然
ウ
ナ
ギ
が
急
減
し

て
い
る
と
論
文
を
海
洋
科
学
の
国
際
専

門
誌
に
発
表
し
た
。 

天
然
ウ
ナ
ギ
の
漁
獲
量
な
ど
か
ら
、

資
源
量
を
示
す
指
標
は
調
査
地
点
８
カ

所
の
う
ち
７
カ
所
で
大
幅
に
減
り
、
ウ

ナ
ギ
の
３
世
代
に
相
当
す
る

年
間
で
、

減
少
率
は

・
２
～

・
９
％
に
達
し

た
と
い
う
。
海
富
教
授
は
、
水
産
庁
が

根
拠
と
す
る
論
文
に
は
資
源
減
少
を
示

す
シ
ナ
リ
オ
も
あ
る
が
、
十
分
に
検
証

し
な
い
ま
ま
資
源
が
回
復
す
る
シ
ナ
リ

オ
を
結
論
に
選
ん
で
い
る
と
指
摘
。「
現

場
の
デ
ー
タ
と
漁
業
者
の
声
は
い
ず
れ

も
資
源
減
少
を
示
し
て
お
り
、
水
産
庁

の
主
張
は
理
解
し
が
た
い
」
と
訴
え
る
。 

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
は
増
え
て
い
る
の
か
、

減
っ
て
い
る
の
か
。
二
つ
の
研
究
は
手

法
も
用
い
た
デ
ー
タ
も
異
な
る
。
野
性

生
物
管
理
に
詳
し
い
横
浜
国
立
大
の
松

田
裕
之
特
任
教
授
は
「
ど
ち
ら
も
不
完

全
な
情
報
を
基
に
評
価
し
て
い
る
。
信

頼
で
き
る
き
ん
と
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

が
必
要
だ
」
と
語
る
。 

統
計
的
な
資
源
解
析
に
詳
し
い
横
浜

国
立
大
の
岡
村
寛
教
授
は
、
水
産
庁
が

根
拠
と
す
る
論
文
は
最
近
の
資
源
量
デ

ー
タ
を
ほ
と
ん
ど
持
ち
い
て
お
ら
ず
、

現
状
を
十
分
に
反
映
し
て
い
な
い
可
能

性
が
あ
る
。
逆
の
研
究
結
果
も
示
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
を
無
視
し
て
『
ニ
ホ
ン

ウ
ナ
ギ
の
資
源
量
は
増
加
し
て
お
り
問

題
は
な
い
』
と
言
う
の
は
乱
暴
だ
ろ
う

と
指
摘
し
た
。 

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
条
約
を
巡
っ
て
は
欧 
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州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
が
６
月
、
ニ
ホ
ン
ウ

ナ
ギ
を
含
め
た
ウ
ナ
ギ
属
全
種
を
対
象

と
す
る
よ
う
提
案
。
条
約
事
務
局
は

月

日
、
Ｅ
Ｕ
提
案
を
妥
当
と
す
る
最

終
評
価
を
示
し
た
。 

             

        

 


